
ただ信じなさい 

「恐れることはない。ただ信じなさい。そうすれば、娘は救われる。」（ルカ８：５０） 

宝塚栄光教会牧師 岩間 洋 

 あけましておめでとうございます。今年も皆様の上に神様の祝福が豊かに注がれますようお祈りいたします。 

 イエス様のもとに、会堂長のヤイロが来ました。重病を患って命が危ない一人娘を助けてほしいと言うのです。イエス様はすぐに彼

の家に行こうとされました。ところが途中である事に手間取っている間に、娘は息を引き取りました。その知らせがヤイロに届いた

時、彼は絶望と悲嘆にくれました。しかし、イエス様は彼に言われました。「恐れることはない。ただ信じなさい。そうすれば、娘は救

われる」と。 

 娘は死んでしまったのです。“万事休す”なのです。今さら何を信ぜよと言われるのでしょうか。しかし、彼はイエス様を信じまし

た。イエス様は彼の家に行き、もう冷たくなっている娘に「娘よ、起きなさい」と呼びかけられました。すると、なんと、彼女は起き

上がり、話し始めたではありませんか。生き返ったのです。 

 この神様のみわざが行われた秘訣は、何だったでしょう。「ただ信じなさい」と言われたイエス様の言葉をヤイロが信じたことです。 

イエス様を信じれば、神の御子イエス様はすばらしいみわざを起こされます。私たちも、この新年、イエス様を信じて進んで行きまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1月の行事より 

7日(木) おもちつき 

  みんなでおもちつきを楽しみます。・・・といっても、お餅ではなく小麦粉粘土を使います。 

 コロナ感染予防のため、本物のお餅を使うことができないことは残念ですが、おもちつきの雰囲気 

 を子ども達と一緒に楽しんでいきたいと思います。 

 

30日(土) クラス懇談会（たんぽぽぐみ・ひまわりぐみ） 

  子どもたちは、この１年間、友だちや保育士との関わりの中で、安心して元気に過ごしてくれた 

ことと思います。その成長を、保護者の方と一緒に喜びたいと思っています。進級に向けてのお知ら 

せもありますので、ぜひご参加ください。懇談会の時間がクラスによって違いますので、後日お伝え 

 いたします。また、すみれぐみの懇談会は延期とさせていただきます。 

日時が決まり次第ご連絡させていただきます。よろしくお願いいたします。 

 

 

お知らせ 

＊クリスマス祝会・ページェントの参観にご参加いただきましてありがとうございました。今回は 

コロナ感染予防として密を避けるべく保護者の皆様には祝会当日以外の日程でページェントを参観 

していただきました。ご協力いただき本当にありがとうございました。当日参加されたひばりぐみ 

の保護者のみアンケートにご協力いただきました。 

アンケートの結果を少しご紹介いたします。 

・事前に自分の席が決まっていたことはとてもよかった。 

・ソーシャルディスタンス確保のために席が離れていたことで密にならず、下の子どももいたので 

席が広くてよかった。 

 ・ページェントを観る側が少なかったので、こどもたちもリラックスしていた様子だった。観る側も 

  快適だった。毎年このようにはできないでしょうか。  

   

たくさんのご感想やご意見をいただきましたので、今後の参考にさせていただきたいと思います。 

アンケートへのご協力ありがとうございました。 

 

＊クリスマス祝会では、たくさんの献金のご協力をありがとうございました。捧げられた献金の 

（\17,649）は、お知らせしていました通り、「ユニセフ」から、困っている方々への支援金として 

贈らせていただきました。 

 

 ＊年末年始の協力保育にご協力いただき、ありがとうございました。長いお休みを家族で楽しく過 

ごされたことと思います。子どもたちから、話を聞くことを楽しみにしたいと思います。 

 

＊1月 7日より保育士、橋本 舞が乳児クラスのフリーとして週 2日入ります。 

よろしくお願いいたします。 

 

おねがい 

＊昨年末、降園時に玄関の靴箱にあるこどもの靴が別の場所に移動されていたり、ひばりぐみの子 

どものリュックが別の場所に移動されているというトラブルが複数起きています。お迎えの際、保 

護者の皆様には子どもから目を離さないようにお願いいたします。また、コロナ感染拡大防止のた 

め、お迎え時には園での滞在時間が長くならないよう速やかにご帰宅いただきますよう、よろしく 

お願いいたします。 

また、気づいたことや、目にしたことなど何かあれば担任や事務所などいつでも大丈夫ですのでお 

声かけください。よろしくお願いいたします。 

 

 ＊保護者の方でリモートワークをされている日は必ず、担任にリモートであることを口頭またはノ 

ートにてお伝えください。お子さんの体調不良などで緊急の連絡を速やかに取ることができるよう 

ご協力をお願いいたします。 
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1月 行 事 予 定 

1 金 年始休み 

2 土  

3 日  

4 月 協力保育日（弁当） 

5 火 保育始め  

6 水  

7 木 おもちつき 

8 金  

9 土  

10 日  

11 月 成人の日 

12 火 礼拝 

13 水  

14 木 避難訓練 

15 金  

16 土 園庭開放 

17 日  

18 月 礼拝 

19 火  

20 水 保育室開放 

21 木 離乳食試食会 

22 金  

23 土  

24 日  

25 月 礼拝 

26 火  

27 水  

28 木  

29 金  

30 土 乳児懇談会 

31 日  

★…保護者参加の行事 

【2月の予定】 

3日(水)節分のつどい   

16日(火)お別れ遠足予定 

(ひばりぐみ) 

           

★27日(土)たのしいつどい 

     （幼児クラス） 

 

【3月の予定】 

  11日(木)卒園式リハーサル 

★13日(土)第 18回卒園式 

  27日(土)年度末会議 [協力保育] 

協力保育⇒弁当：27日(土)31日（水） 

給食:29日（月）30日(火) 

「新年あけましておめでとうございます」 

 

新しい一年がスタートしました。本年もどうぞよろしくお願いいたします。 

年末年始はどのように過ごされましたか？コロナウィルスによって、いつもとは違うお休みを過ごされたご家庭も多いかと思います。そ

れでも例年のように、大きいクラスは休み中の出来事を楽しそうに話す子どもたちの姿がありました。今年こそは、コロナウィルスの感染

拡大が収束することを願わずにはいられません。 

 クリスマス祝会では、感染予防の対策として、保護者の方には日にちを分散して参加していただきました。つくしぐみ、めだかぐみの保

護者の皆さまには平日にご参加いただき、本当に感謝申し上げます。分散したことにより「いつもより見やすかった」「間近でじっくりと

見ることができた」という前向きなご意見も多数いただき、職員も実施出来て良かったと安堵しました。 

子どもたちにとってもお家の人に見てもらうことが、とても励みになっていることも改めて知ることができました。「今日は、ママが見に

来てくれる日やねん！」と嬉しそうに話してくれる一人のめだかぐみさんがいました。その言葉に乗せて、思い思いの役にあこがれを持

ち、頑張って練習を重ねてきたことを、今成し遂げようとする気持ちが伝わってきました。当日は、ひとり一人が大きな達成感を感じなが

ら、自信をもって演じる姿を見ていただけたかと思います。  

保育者は、保育の中で「練習」という言葉を使うことに、やや抵抗を持っています。その言葉の意味に、大人が子どもに対して課題を与

えているようなイメージが少なからずあるからです。確かに、「練習」と辞書で引くと…技能・学問などが上達するように繰り返して習う

こと、とあります。常に子どもと同じ目線に立って寄り添いたいと思っている保育者にとっては、習うこと自体が上から教えるような感覚

に思えているのかもしれません。 

しかし、ページェントを演じるために、自分で課題（セリフをはっきりと言う・讃美歌を覚える等）に向きあい、そのために何をすればい

いかを考え、取り組み、試行錯誤して頑張る姿は、大きな成長につながっていると感じました。言い換えれば、主体性のある練習は子ども

たちにとってはとても大切な時間であると言えます。意欲を持って、「ページェントやりたい！」と話す子どもたちを見て、日常の保育に

新たな彩りが増え、思い出も増えていくようで嬉しくなりました。これからも続いていきそうなコロナ禍で、子どもたちの心に残る、楽し

かった、嬉しかった、またやりたい、と思えるような潤いのある保育を考えていきたいと、年の初めに思い、心を新たにしました。                                                                

岸本 正子 

 

                                            

 

 

 

                                       

 

 

 

                                                              

 

 

 


